
日本環境変異原学会（JEMS）、微生物変異原性試験研究会（BMS）共催  

ICH M7関連ワークショップ 

 

開催概要 

主題：in silico評価のエキスパートジャッジメント 

開催日時：2016年 10月 21日（金）13:30-17:30、13:00受付開始 

場所：国立がん研究センター内 国際研究交流会館（http://www.ncc.go.jp/jp/access_kokusai.html） 

世話人：三島雅之（中外製薬）、橋爪恒夫（武田薬品） 

 

プログラム 

13:30-13:35 開会あいさつ 

JEMS会長  宇野芳文 

 

13:35-14:35 M7適用後の QSAR利用の状況（座長：LSIメディエンス 濱田修一） 

        QSAR研究の進歩と課題 

国立医薬品食品衛生研究所  本間正充 

  製薬企業における状況 

中外製薬  三島雅之 

  PMDAでの相談・審査等における状況 

医薬品医療機器総合機構  福地準一 

 

14:45-16:45 QSAR評価の事例研究（座長：エーザイ 羽倉昌志、国立衛研 本間正充） 

アニリン警告構造を持つ化学物質への対応や in silicoツールで計算不能のケースなど、

様々な事例について、文献、類似化学物質の遺伝毒性、in silicoツールのトレーニング

データ、化学反応性などの情報を、どのように利用してエキスパートジャッジメント

したら良いのか、パネルディスカッション形式で討論します。 

 

パネラーおよび事例紹介：              武田薬品 橋爪恒夫 

千寿製薬 原ノ園祐 

フジフィルム 長遠裕介 

小野薬品 竹下健太郎 

医薬品医療機器総合機構 福地準一 

  

17:00-17:25 総合討論、Q&A（司会：中外製薬 三島雅之、武田薬品 橋爪恒夫） 

   

17:25-17:30 閉会あいさつ (BMS幹事 羽倉昌志) 

  

http://www.ncc.go.jp/jp/access_kokusai.html


ICH M7関連ワークショップ参加申し込み 

 

以下のフォームに記入し、ファイルをメール添付してご送付ください（送付先：JEMS理事 濱田修一、

Hamada.Shuuichi@mh.medience.co.jp）。受付期間は 10月 3（月）～14日（金）といたしますが、会場

の席数を超える申し込みがあった場合は、先着順とさせていただきます。参加費（JEMS 会員 1000 円、

非会員 5000 円）は、受付での支払いとなります。なお、JEMS 賛助会員企業の方は、本人が JEMS 会

員でなくとも会員扱いとなります。 

 

参加者氏名  

所属  

連絡先メールアドレス  

会員情報 ☐JEMS会員   ☐JEMS賛助会員   ☐非会員 

M7に関する質問等ありましたら、以下に何でもご記入ください。総合討論や次回ワークショップで取

り上げさせていただく場合があります。 

 

 

 

mailto:Hamada.Shuuichi@mh.medience.co.jp

